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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう
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すぐ一年生
今年の新入学児は、 578名
年、市内の小学校へ入学するお子さんは、男が289,

289名の計578名となっています。4月の入学式を前に、

と楽しさが入り乱れてまちわびていることでしょう。

校での健康診断もすみ、入学を迎える子どもに、親と

、 とくに気をつけたいことをあげてゑました。

ーﾉ

手
の
こ
と
を
「
お
て
て
」
足
の
こ
と

を
「
あ
ん
よ
」
と
い
う
よ
う
な
幼
児
語

は
、
な
く
す
よ
う
な
指
導
が
必
要
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
は
っ
き
り
と
「
は
い
」

「
い
い
え
」
と
普
通
に
話
が
で
き
る
よ

う
に
育
て
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

自
分
の
こ
と
は

自
分
で
す
る
習
慣
を

「
こ
れ
は
、
だ
れ
の
帽
子
で
す
か
」
と

毎
日
く
り
か
え
し
て
、
子
ど
も
の
前
で

叫
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
先
生
は
大
変

で
す
。
持
ち
物
に
は
全
部
名
前
を
書
い

幼
児
語
を
な
く
そ
う

遊
ん
だ
あ
と
、
道
具
の
か
た
づ
け

は
、
実
行
さ
せ
る
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し

ょ
う
。

交
通
知
識
を身

に
つ
け
て

自
動
車
の
通
行
が
は
げ
し
く
な
っ
て

毎
日
の
よ
う
に
い
た
ま
し
い
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。

学
校
ま
で
の
安
全
な
通
学
、
通
路
を

教
え
、
正
し
い
交
通
知
識
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。
交
通
事
故
に
あ
っ
て
背
お

う
ラ
ン
ド
セ
ル
が
仏
段
に
あ
が
る
よ
う

な
こ
と
で
は
…
・
・
・
。
と
に
か
く
、
か
わ

い
い
新
入
学
の
お
子
さ
ん
を
交
通
事
故

ー

入学を前に健康診断をするよい子たち （東小に て）

新
入
学
児
・
園
児
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
に
協
力
を

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
’
４
月
妬
日

目
的この
運
動
は
、
歩
行
者
、
自
転
者

利
用
者
、
特
に
子
供
（
新
入
学
児
童

園
児
）
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
る

と
と
も
に
、
県
民
す
べ
て
の
者
に
交

通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
と
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
交

通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

ち
ょ
っ
と
待
つ
よ
い
習
慣
が
身
を
守

る
運
動
の
重
点

⑪
自
転
車
利
用
者
、
歩
行
者
、
特
に

子
供
（
新
入
学
児
童
、
園
児
）
の

交
通
事
故
防
止

②
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

③
「
三
な
い
運
動
」
の
強
化
徹
底
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●市政モニターを募集しています。お申し込みは、早めに （広報広聴係）
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定
Ｂ
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三
一
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三
三
二
善

ⅡⅡⅡⅡⅡⅢⅢⅢⅡⅢ
三
三
三
三
三
三
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三
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わ
た
く
し
た
ち
の
高
萩
“
を
み
ん
な
の
手
で

調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
へ

罰
酔

b…，

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
高
萩
市
の
あ
る
べ
き
姿
、
進
む
べ
き
将
来
像
を
示
そ
う
と
す
る
も
の

ｌ
こ
れ
が
高
萩
市
総
合
振
興
計
画
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
昭
和
帥
年
を
目
標
と
す
る
基
本
構
想
が
、
昭
和
卿
年
４
月
に
策
定
さ
れ
、
同
時

に
昭
和
”
年
度
か
ら
昭
和
印
年
度
の
３
年
間
の
第
一
次
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

も
と
に
市
政
の
行
政
指
標
と
し
て
行
政
の
運
営
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
基
本
構
想
に
基

づ
い
て
、
昭
和
副
年
度
か
ら
弱
年
度
ま
で
の
第
二
次
基
本
計
画
が
、
昨
年
４
月
に
策
定
を
完
了
し

低
成
長
時
代
の
な
か
で
の
人
間
性
の
豊
か
さ
を
求
め
て
、
計
画
的
行
政
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
第
二
次
基
本
計
画
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

生活道路の整備

計面から

人
口
と
土
地
は
、
人
間
の
集
団
生
活

の
う
え
か
ら
、
産
業
、
経
済
活
動
の
な

か
で
直
接
市
民
生
活
に
大
き
な
か
か
わ

り
あ
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

産
炭
地
域
振
興
施
策
な
ど
の
成
果
の

あ
ら
わ
れ
や
、
平
均
寿
命
の
の
び
か
ら

人
口
増
が
予
想
さ
れ
、
昭
和
弱
年
に
は

３
万
７
，
０
０
０
人
が
見
込
ま
れ
ま
す

豊
か
な
ま
ち
と

人
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

市
民
の
み
な
さ
ん
に
安
全
な
活
動
の

場
と
、
快
適
な
生
活
を
保
障
す
る
こ
と

は
、
自
治
体
の
基
本
的
な
責
務
で
す
。

つ
ね
に
市
政
担
当
の
信
条
と
し
て
お

り
ま
す
「
生
活
を
快
適
に
す
る
社
会
開

発
」
「
人
間
愛
を
は
ぐ
く
む
人
づ
く

り
」
を
目
ざ
し
て
前
進
を
続
け
て
い
ま

￥
９
．

人
口
の
み
と
お
し

生
活
を
快
適
に
す
る
社
会
開
発

人
間
愛
を
は
ぐ
く
む
人
づ
く
り

一

ー

核
家
族
化
等
に
よ
り
住
宅
不
足
は
、

持
家
率
の
向
上
を
は
か
り
な
が
ら
、
市

日
常
生
活
に
密
接
な
か
か
わ
り
合
い

の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
道
路
整
備
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。

国
道
、
県
道
と
の
連
結
を
充
分
に
考

え
た
う
え
で
、
道
路
整
備
舗
装
は
、
こ

の
５
年
間
で
３
．
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の

道
路
の
大
半
の
完
了
を
目
ざ
し
、
改
良

も
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
う
ち
総
人
口
の
認
％
が
職
業
を

も
っ
て
い
ま
す
が
、
目
標
年
次
ま
で
に

表
Ａ
の
と
お
り
第
一
次
産
業
就
労
者
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
第
二
、
第
三
次
産

業
就
労
者
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま

す
。完

成
め
ざ
す
団
地
造
成

道
路
の
整
備

二
三
三
三
一
三
三
一
一
三
三
ＩⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ月ⅡⅡ

三
二
二
三
三
三
三
三
言
利

公
園
緑
地
の
拡
充

市
民
生
活
に
憩
を
与
え
、
適
度
の
ス

ポ
ー
ソ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

む
た
め
に
は
、
公
園
や
緑
地
、
広
場
な

ど
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
活
動
で

き
る
遊
び
場
が
な
に
よ
り
も
必
要
で
す

お
手
ま
き
会
場
跡
地
は
、
昭
和
弘
年

か
ら
森
林
総
合
利
用
と
し
て
、
市
民
に

開
放
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

ま
た
、
児
童
公
園
を
３
カ
所
予
定
す

営
住
宅
の
建
設
を
、
目
標
年
次
ま
で
に

布
戸
を
建
設
し
、
民
間
資
本
の
採
用
と

区
画
整
理
事
業
の
推
進
を
し
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

住
宅
公
社
が
実
施
す
る
下
手
綱
団
地

は
、
昭
和
弘
年
を
目
標
に
４
０
０
区
画

を
造
成
し
て
い
き
ま
す
。

表(A)

I可 雪露’
才
就

次産業
L人ロ

2次
業
産業
人口

才
就

才1
就業

）

巳

ｆ
〆

８
，
４
２
５
人

６
，
７
３
９
人

－
１

５
，
８
０
７
人

！

９
，
３
２
６
人

７
，
５
６
３
人－
１

６
，
２
２
２
人孝
え
づ
ｚ
フ
グ
〆
免
ジ
壱

１
，
８
４
２
人
Ｆ
ｌ
ｌ

２
，
０
８
４
人
肉
困
倒

２
，
７
５
９
人
向
厩
陶
画
回

5千人

娯葦 50 55 35 50 554545 5045

生
活
力
と
生
活
の
高
度
化
は
、
必
然

的
に
日
常
生
活
の
中
か
ら
廃
棄
物
を
大

量
に
排
出
さ
せ
る
結
果
を
招
き
ま
す
。

・
コ
ミ
や
、
し
尿
な
ど
の
廃
棄
物
は
、
年

々
増
大
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
応
じ

た
処
理
施
設
の
増
設
を
は
か
り
ま
す
。

下
水
道
は
、
都
市
的
施
設
の
も
と
に

な
る
も
の
で
、
生
活
を
快
適
に
す
る
要

素
の
一
つ
で
あ
り
、
一
般
排
水
路
の
改

修
整
備
と
、
公
共
下
水
道
整
備
は
、
昭

和
弱
年
度
事
業
認
可
に
な
る
よ
う
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

る
な
ど
市
民
の
や
す
ら
ぎ
の
場
と
し
て

公
園
の
設
置
を
は
か
り
ま
す
。

水
資
源
の
利
用

水
は
、
市
民
生
活
や
産
業
に
か
か
せ

な
い
資
源
で
あ
り
、
将
来
、
都
市
の
発

展
と
、
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
る
水
需

要
に
対
処
す
る
た
め
、
水
資
源
を
確
保

し
有
効
に
利
用
し
ま
す
。

上
水
道
の
普
及

清
潔
で
衛
生
的
な
飲
料
水
を
供
給
す

る
た
め
、
上
水
道
の
普
及
率
を
昭
和
卵

年
の
虹
・
２
％
を
目
標
年
次
ま
で
に
は

測
・
１
％
に
し
ま
す
。

交
通
、
通
信
の
充
実

都
市
化
が
進
む
と
、
交
覇
量
や
通
信

環
境
衛
生
の
整
備

公
共
下
水
道
の
認
可



ユ ー P 一

一丁＝

市報たかはぎ艤溌蕊蕊蕊蕊鰯蕊職（3）撚撚溌織昭和52年3月灘灘瀞葱溌溌織辮綴蕊蕊溌

寵
教
育
の
基
本
は
、
学
校
教
育
に
あ
り

小
・
中
学
校
の
義
務
教
育
は
、
そ
の
最

も
重
要
な
課
程
で
す
。

教
育
施
設
の
整
備
充
実
は
、
市
の
最

大
の
事
業
と
し
て
、
財
源
を
投
入
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
第
一
幼
稚
園
の
改

築
や
君
田
地
区
の
統
合
校
の
新
設
な
ど

教
育
施
設
の
充
実
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

ま
た
、
屋
内
運
動
場
や
給
食
セ
ン
タ

ー
な
ど
教
育
内
容
の
向
上
に
積
極
的
な

方
策
を
考
研
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

網
が
多
く
な
り
ま
す
。

市
民
生
活
の
利
便
さ
を
考
え
、
交
通

通
信
施
設
の
充
実
を
は
か
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
駅
東
に
改

札
口
の
新
設
の
要
望
や
、
バ
ス
路
線
に

お
い
て
も
、
有
機
的
な
整
備
を
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
の
場
に
も

豊
か
な
一
フ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
充
実
す
る

た
め
の
生
涯
教
育
の
重
要
さ
は
、
ま
す

学
校
教
育

零
叩
●
託

I

ー

あすの高萩をめざす市民憲章

ま
す
見
直
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
組
織
や
団
体
、
地
域
の

共
同
生
活
な
ど
、
す
べ
て
教
育
の
場
で

す
。

一
般
市
民
、
婦
人
、
青
少
年
の
学
習

と
文
化
創
造
の
場
と
し
て
、
公
民
館
、

体
育
館
な
ど
を
活
用
し
、
自
主
的
な
グ

ル
ー
プ
活
動
が
盛
ん
に
な
る
よ
う
指
導

協
力
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
き
ま
す

高
福
祉
を
目
ざ
し
て

社
会
経
済
の
発
展
に
よ
り
、
物
が
豊

か
に
な
り
、
生
活
水
準
が
向
上
し
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
社
会
的
に
も
経

済
的
に
も
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
が
い
る

こ
と
を
常
に
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
や
、
か
ら

だ
の
不
自
由
な
子
ど
も
、
心
身
障
害
者

生
活
が
困
難
な
人
な
ど
、
こ
れ
ら
の
人

々
に
暖
か
い
手
を
さ
し
の
べ
、
ゑ
ん
な

が
同
じ
よ
う
に
喜
び
あ
え
る
社
会
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
や
、
県
の
力
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
高
福
祉
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
す

保
健
衛
生

わ
た
く
し
た
ち
が
、
毎
日
を
あ
か
る

く
楽
し
く
過
ご
す
に
は
、
何
よ
り
も
健

康
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

心
身
と
も
に
健
康
で
安
心
で
き
る
日

常
生
活
が
お
く
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
体

制
を
充
実
す
る
と
共
に
、
市
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
健
康
を
保
ち
増
進
す
る
た
め

の
保
健
衛
生
対
策
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。

消
費
生
活
と
安
全

消
費
生
活
は
、
年
々
高
度
化
、
多
様

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

行
き
す
ぎ
た
販
売
、
新
製
品
な
ど
か

ら
の
危
険
の
発
生
な
ど
、
消
費
生
活
で

の
問
題
は
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

健
全
な
消
費
生
活
を
実
現
す
る
た
め

消
費
者
保
護
対
策
を
積
極
的
に
す
す
め

る
と
と
も
に
、
魂
か
し
こ
い
消
費
者
“

に
な
れ
る
よ
う
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
市
民
の
生
命
と
く
ら
し
を

守
り
安
心
し
て
住
め
る
生
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
交
通
安
全
、
公
害
防
止

防
災
対
策
な
ど
を
す
す
め
て
い
き
ま
す

農
林
業
の
整
備

農
業
の
進
む
べ
き
道
は
、
後
継
者
確

保
が
困
難
な
状
況
か
ら
、
自
立
経
営
の

育
成
と
農
用
地
の
整
備
、
生
産
性
の
高

い
集
約
的
農
業
の
展
開
に
つ
と
め
ま
す

林
業
に
お
い
て
も
、
第
二
次
林
業
構

造
改
善
事
業
の
中
で
、
林
道
の
開
設
な

ど
積
極
的
に
す
す
め
ま
す
。

商
業
の
近
代
化

松
久
保
、
手
綱
工
業
団
地
操
業
と
住

宅
団
地
の
造
成
、
交
通
網
の
整
備
、
大

型
店
舗
の
進
出
に
よ
っ
て
消
費
者
が
増

え
、
購
売
力
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
将
来
へ
の
商
業
地
域

の
整
備
を
は
か
り
、
商
工
会
の
育
成
と

経
営
の
近
代
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

水
と
・
緑
を
生
か
す
観
光

花
貫
ダ
ム
を
中
心
と
す
る
観
光
資
源

童

は
、
清
流
、
緑
に
か
こ
ま
れ
た
自
然
環

境
の
中
で
、
年
々
観
光
客
が
増
加
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

最
近
の
行
政
需
要
は
、
複
雑
化
し
て

お
り
、
市
民
の
象
な
さ
ん
と
共
に
歩
ん

で
い
く
行
政
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

み
な
さ
ん
の
参
加
を
願
っ
て
広
報
広

聴
機
能
を
有
機
的
に
進
め
、
職
員
の
資

質
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
合
理
的
な
事

務
処
理
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
は

か
る
た
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用
を

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
生
活
圏
の
拡
大
に
伴
っ
て
広

域
行
政
も
必
要
で
あ
り
、
衛
生
、
と
畜

場
、
そ
し
て
医
療
行
政
を
あ
わ
せ
今
後

の
行
政
拡
大
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
第
二
次
基

本
計
圃
の
あ
ら
ま
し
は
、
恥
あ
す
の
高

萩
“
を
、
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
住
み
よ

い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
多
く
の
市
民
の

承
な
さ
ん
や
、
策
定
に
あ
た
っ
た
方
炎

の
ご
意
見
を
得
て
つ
く
ら
れ
、
市
議
会

で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市
民
憲
章
の
理
念
に
も
と
づ
き
”
あ

す
の
高
萩
嘘
を
、
市
民
の
承
な
さ
ん
と

と
も
に
着
実
に
実
現
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

象
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
行
政
へ

Ｉ
◇
ｌ
◇
ｌ
◇
◇
ｌ
◇
Ｉ
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「
在
宅
し
て
い
る
体
の
不
自
由
な
子
ど
の
感
想
を
話
す
。

象
Ｗ
民
登
佐
藤
さ
ん
憾
、
毎
週
霊
曜
日
を
訪
門

綴

も
を
励
ま
し
、
力
づ
け
て
少
し
で
哨
世

の
た
め
、
人
の
た
め
に
役
立
て
ば
幸
い
の
日
と
定
め
、
午
前
と
午
後
の
２
回
に

で
す
。
」
と
話
す
佐
藤
シ
。
ス
ヱ
さ
ん
し
て
当
時
巧
名
を
担
当
す
る
な
ど
、
特
分
け
、
在
宅
障
害
児
２
件
を
定
期
的
に

（
別
歳
）
Ⅱ
高
浜
町
３
１
胡
Ｉ
は
、
在
殊
学
級
の
経
験
は
な
が
い
。

訪
門
し
て
い
ま
す
。

宅
心
身
障
害
児
の
家
庭
を
訪
門
し
、
ポ
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
昨
年
５
月
に
「
最
初
は
、
は
た
し
て
友
だ
ち
に
な
れ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
し
て
い
る
一
人
。
善
意
銀
行
に
技
能
登
録
を
し
て
い
る
。

る
か
と
不
安
で
し
た
。
今
で
は
、
別
れ

佐
藤
さ
ん
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
「
初
め
は
、
無
我
夢
中
で
ほ
ん
と
う
に
る
と
き
に
互
い
に
手
を
ふ
り
か
わ
す
よ

な
ど
の
教
師
と
し
て
弘
年
間
勤
め
、
昨
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
考
え
て
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
れ
も
い
な
い
公

年
４
月
１
日
に
秋
山
小
学
校
を
最
後
に
承
ま
す
と
自
分
の
性
格
に
あ
っ
た
仕
事
園
で
遊
ぶ
と
き
が
楽
し
く
、
喜
ん
で
く

退
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
問
、
昭
和
調
だ
つ
た
の
か
し
ら
Ｉ
。
」
と
ふ
り
か
え
れ
ま
す
。
体
と
体
の
ふ
れ
あ
い
も
一
つ

年
４
月
に
高
萩
小
学
校
で
初
め
て
一
学
る
。
佐
藤
さ
ん
は
、
昨
年
の
５
月
に
日
の
慣
れ
で
し
ょ
う
か
。
」
と
次
の
訪
門

級
の
特
殊
学
級
が
で
き
、
初
代
担
任
と
立
市
の
重
度
心
身
障
害
児
施
設
”
太
陽
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

近
く
完
成

石
滝
の
市
営
任
宅

石
滝
に
建
設
中
の
市
営
住
宅
が
、
ま

も
な
く
完
成
し
ま
す
。
こ
の
市
営
住
宅

は
、
中
層
耐
火
４
階
建
て
陥
戸
で
、
３

Ｄ
Ｋ
（
６
畳
、
４
．
５
畳
、
３
畳
、
台

所
兼
食
堂
．
ト
イ
レ
は
水
洗
式
）
か
ら

な
り
１
戸
粥
・
田
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

入
居
申
し
込
み
な
ど
く
わ
し
い
こ
と

は
、
後
日
、
週
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
内
に

居
住
、
ま
た
は
、
勤
務
し
て
い
る
方
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
家
哩
を
訪
門
し
、
実
際
に
自
分
の
目

た
動
ん

で
、
確
か
め
る
な
ど
、
ポ
ラ
ン
テ
ア
活

し
活
さ

か
ア
動
の
勉
強
を
か
か
さ
な
い
。

ヱ

生
ィ
「
小
さ
な
児
童
館
で
も
い
い
か
ら
、
施

ズ

を
テ

設
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
”
太
陽
の

竪
〆
、
ン

験
ラ
藤
家
嘆
の
よ
う
な
室
が
あ
れ
ば
、
親
も
気

経
ボ
佐
が
ね
な
く
子
ど
も
と
一
緒
に
こ
ら
れ
る

の
で
は
。
」
と
見
学
し
て
き
た
施
設

一

）

〆
矩

、

■

一

一
嘩
柚
処
唾
識
函
唯
壼
崎
葬
（
郡
唖
耐
稲
に
幅
嚥
垂
準
準
塞
御
詫
庫
討
峠
嘩
罹
噸

一
野
趣
》
母
奉
唖
趨
銅
壺
惟
諦
準
酎
珪
華
↓
恥
李
畔
邪
稚
棉
州
》
管
率
圭
評
昏
》
犀

一
ガ
症
弛
誰
津
嘩
浄
搾
疵
唖
壼
心
魂
織
縫
準
雄
討
誇
媚
碕
鐸
謬
罹
吋
婦
樒
嚥
討
衿

一
狂
》
一
般
に
地
震
ク
モ
と
呼
ば
れ
て
い
れ
韮
”
垂
罪
“
喝
鋸
モ
の
網
を
観
察
し

一
こ
の
ク
モ
の
網
の
中
央
を
見
る
と
、
た
だ
け
で
も
、
大
変
興
味
深
い
問
題
が

一
酷
釧
麺
舘
斗
蔀
》
誰
吋
鈍
坤
垂
少
密
匪
含
忌
琳
稚
祁
確
鍔
を
愛
す
る
友
の
会
）

一
群
庵
魂
毛
押
ｋ
岬
椎
妙
歩
娃
趣
州
権
叩
癖
蕊
辮
雛
蕊
轤
懸
一
函
撫
》
一
睡
癖
い
ふ

手
渦
巻
状
な
ど
、
ク
モ
の
種
類
に
よ
っ
て
篭
遥
蕊
蕊
溌
！
…
↑
雲
賊
…
…
》
》
“

吋

上

ａ

も

砧

・

Ｈ

ｉ

ｆ

砧

ｆ

ｊ

Ｌ

Ｈ

雫

Ⅱ

叩

岬

唖

》

恥

』

岬

州

皿

秘

Ⅱ

繩

搾

恭

調

咀
７
ｌ
ｂ
Ｐ
１
１
口
７
ｂ
Ｐ
Ｉ
９
ｊ
ｂ
Ｐ
１
田
口
Ｉ
ｂ
Ｐ
１
４
９
ｊ
ｐ
Ｐ
１
ｄ
可
Ｉ
Ｐ
Ｐ
ｌ
１
亘
可
Ｉ
ｐ
Ｐ
Ｉ
４
可
Ｉ
Ｅ
Ｉ
。
』
鍵
一
一
一
輯
銅
ｒ
一
一
睡
蓮
》
壷
冨
』
獄
』
線
撫
瀧
肘
蕊
恥
叫
鮴
難
溌
錦
溌
癖

部
を
担
当
ゞ
も
健
、
永
隼
に
わ
た
。
職
？
一
ぶ
？
溌
徽
ぷ

て
地
域
の
家
庭
の
心
配
ご
と
や
、
児
童
溌
鼠
：
》

．

’

輯

謂

箭

：

・

叩

．

”

ゞ

・

《

墨

卵

“

“

“

鍋

懲

鮮

騨

蕊

祷

煽

“

ｊ

曇

融

鰯
雑
瓢
潅
謹
毎
叶
豊
詳
一

た
も
の
で
す
。

コ
ガ
タ
コ
ガ
ネ
グ
モ
と
か
く
れ
お
び

糊
八
叫
Ｖ、「

花
貫
ダ
ム
と
自
然
（
１
）

コ
ガ
ネ
グ
モ
類
と
か
く
れ
お
び

烏
曽
根
か
ら
大
能
へ
も
そ
の
形
は
異
な
っ
て
い
る
。

の
道
を
歩
く
と
、
溪
谷
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
か
く
れ
お

に
そ
っ
た
草
間
に
、
．
び
を
つ
け
て
い
る
ク
モ
を
網
の
裏
側
か

ガ
ネ
グ
モ
を
見
か
け
る
ら
見
る
と
、
ち
ょ
っ
と
見
つ
け
に
く
い

こ
と
が
あ
る
。
し
、
敵
が
近
づ
く
と
反
対
側
に
ま
わ
る

頭
胸
部
は
銀
白
色
、
こ
と
な
ど
か
ら
、
ク
モ
の
姿
を
隠
す
効

腹
部
も
銀
白
色
だ
が
、
能
を
認
め
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

そ
こ
に
黒
や
赤
の
横
縞
る
。
し
か
し
、
実
際
の
は
た
ら
き
は
網

が
入
っ
た
美
し
い
中
型
を
補
強
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の

の
ク
モ
で
あ
る
。
解
釈
や
、
住
居
の
名
残
り
で
あ
る
と
の

こ
の
ク
モ
は
、
非
常
に
解
釈
も
あ
る
。
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国
民
年
金
の
障
害
年
金
は
、
国
民
年
ま
で
は
、
児
童
扶
養
手
当
や
、
特
別
児

金
に
加
入
し
て
い
る
期
間
中
に
か
か
つ
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
て
も
、
加
歳

た
病
気
や
、
け
が
が
も
と
で
、
障
害
者
に
な
る
と
国
か
ら
の
手
当
が
打
ち
切
ら

に
な
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
誕
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
は
、
別
歳
か
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
人
に
は
、
障
害

ら
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
加
歳
に
福
祉
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て

な
る
前
の
病
気
や
け
が
が
も
と
で
、
障
い
ま
す
。
こ
の
障
害
福
祉
年
金
は
、
障

害
者
に
な
っ
た
場
合
や
、
先
天
性
の
心
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
が
訓

身
障
害
で
困
っ
て
い
る
人
に
は
支
給
さ
歳
前
に
す
で
に
症
状
が
固
定
し
て
い
る

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
き
は
、
訓
歳
に
な
っ
た
月
の
翌
月
分

用

こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
刎
歳
に
な
る
か
ら
、
訓
歳
を
す
ぎ
て
か
ら
症
状
が
固

・
二
三
０
．
・
マ
ー
三
・
・
・
・
三
一
・
・
・
皇
宮
マ
・
ロ
ー
罠
。
’
‐
ロ
ー
舌
ロ
マ
ー
さ
三
・
、
今
“
三
一
・
・
“
↑
三
一
・
．
・
一
言
ロ
ロ
ロ
ー
苧
口
呂
一
三
ｑ
・
・
’
三
皇
？
マ
ロ
ー
皇
。
。
・
・
昌
一
・
ニ
ニ
マ
・
・
ロ
一
三
．
・
・
崖
．
写
“
‐
・
昌
一
・
皇
ロ
ロ
三
一
口
・
・
’
三
一
口
・
”
画
ゴ
ロ
目
ｏ
三
一
』
・
一

坐

“
錨
熱

;鍵

）

障
害
者
で
別
歳
に
な
っ
た
人
は

障
害
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

蕊
魂
＃
蕪

》

、

蕊溌
群議

託淨褒紬
咄』 ,上 ,

令恥

春
を
尋
ね
て

且

坂
道
を
上
り
下
り
し
て
、
州

上
台
の
農
園
を
訪
づ
れ
て
恥

象
た
。

刷

春
は
ま
だ
浅
い
が
、
温
室
小

の
中
に
は
、
サ
イ
ネ
リ
ヤ
恥

桜
草
、
ア
ザ
レ
ャ
な
ど
一
斗

ぱ
い
に
咲
い
て
い
て
、
恥

心
地
よ
い
温
も
り
の
中
に
呼

花
の
香
が
充
満
し
て
幸
せ
却

を
感
じ
さ
せ
る
。
叩

絵
と
文
伊
藤
龍

馬
一■｡,‘m私･･･I賭･ﾛ･且卜･qInr･‘･叩

国
民
年
金
保
険
料
が
昭
和
兜
年
４
月

か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
い
ま
ま
で

は
、
１
カ
月
１
，
４
０
０
円
で
し
た
が

２
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

、

昭
和
妃
年
の
法
律
に
よ
っ
て
物
価
変
動

に
応
じ
て
年
金
額
を
改
正
す
る
も
の
で

支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
額
の
引
き
あ
げ

や
、
年
金
受
給
者
が
増
え
て
い
る
な
ど

の
た
め
で
す
。

保
険
料
が
引
き
あ
げ
ら
れ
て
も
、
滞

納
し
な
い
よ
う
納
期
限
に
は
必
ず
保
険

料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
い
ろ

い
ろ
な
事
情
で
ど
う
し
て
も
保
険
料
を

定
し
た
と
き
は
、
固
定
し
た
月
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

障
害
福
祉
年
金
の
額
は
、
昭
和
副
年

、
月
か
ら
、
障
害
の
程
度
が
一
級
の
場

合
月
額
２
０
，
３
０
０
円
、
二
級
の
場

合
月
額
１
３
，
５
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
障
害
福
祉
年
金
は
、
厚
生
年
金

な
ど
、
他
の
制
度
か
ら
年
金
を
受
け
て

い
る
と
き
や
、
本
人
や
扶
養
義
務
者
に

あ
る
程
度
の
所
得
が
あ
る
と
ぎ
は
、
支

給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

”
歳
前
に
重
い
病
気
に
か
か
っ
た
り

身
体
障
害
者
に
な
っ
た
人
で
、
釦
歳
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
市
役
所
の
国
民
年

金
係
で
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
お

す
す
め
し
ま
す
。

４
月
か
ら

２
，
２
０
０
円
に

一
国
民
年
金
の
保
険
料

女
房
が
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
「
館
」
は

史
的
諦
蕊
謹
蕊

川
、

華
諄
居
城
の
竜
子
山
城
の
こ
と
で
あ
ろ
う
．

Ｉ

も

伽

藝

騒
↓
庭
曾
壷
＆
豊
謄
壷
螺
”

畑
口
Ｈ
１
か
可
鐸
認
成
の
子
、
隆
通
の
乳
母
で
あ
っ
た
こ
と

如
１

位
巴
■
■
▼

岬
，
お
‘
に
な
る
。
隆
通
は
文
禄
年
中
に
家
督
を

ひ
陸
卜
⑱
馳
史

つ
ぎ
、
竜
子
山
城
最
後
の
城
主
と
な
つ

赤
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
乳
母
が
死
ん
だ

”

叩
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
の
死
亡
者
と
き
、
お
そ
ら
く
隆
通
は
ま
だ
幼
児
で

い
に
「
道
宣
、
七
五
、
い
し
た
き
藤
三
郎
あ
り
、
宇
佐
美
伊
豆
守
の
女
房
も
、
心

吋
岩
城
よ
り
御
動
き
あ
り
て
打
た
れ
る
な
を
残
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
こ
と
で
あ

け

踊
り
」
と
あ
る
。
七
五
は
七
月
五
日
で
あ
ろ
う
。

蕊
？
一

噸
る
。
岩
城
よ
り
御
動
き
あ
り
て
と
は
岩

小
城
氏
の
攻
撃
を
物
語
る
。
永
禄
十
年
七

印
ｒ

肘月五日の岩城氏の攻撃で石滝
の藤《善一刊

一
蕊
需

州三郎が討死したのであ
る。このと咽
平
き
下
手
綱
に
あ
っ
た
リ
ウ
ガ
イ
古
屋
敷

刊

岬
の
陣
地
も
兵
を
く
り
だ
し
て
奮
戦
し
た

甘

習
」
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
古
屋
敷
の
発
堀
一
》
一
》

や
調
査
で
は
、
香
炉
や
茶
わ
ん
、
永
禄
通
・
巽
玉
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
香
炉
の
出
蕊
浄
懲
｛
唖
蕪
惑

鍔

ゴ

患

口

↑

蕊

》

蕊

職

》

が

州
土
は
、
戦
死
者
の
供
養
が
あ
っ
た
こ
と

Ｍ
を
思
わ
せ
る
。

識
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
死
亡
者
垂
一
一
岬
に
、
「
妙
諦
霊
、
二
十
三
・
館
う
ば
宇
が

庁

軸
佐
美
伊
豆
守
女
房
」
と
あ
る
。
二
月
十
罰
一
鑿
一
議
燕
辮
鑓
蟻
》
蕊
》
》

ご
嘩
尊
二
一
・
・
今
豈
．
学
。
口
・
画
三
・
皇
、
口
三
一
口
・
寺
・
毛
ご
・
・
堂
堂
・
・
・
一
三
・
口
・
合
三
舎
・
皇
卓
三
・
・
、
ロ
ー
写
マ
里
三
・
口
今
今
三
一
“
・
・
皇
三
・
ｂ
今
今
一
一
苧
０
口
ロ
ー
苧
、
。
．
一
三
壱
．
，
二
三
・
・
・
二
．
写
ｑ
“
。
三
一
皇
ロ
マ
．
一
三
。
マ
皇
・
皇
一
口
ロ
ロ
．
一
匡
一
皇
・

納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
免
除
制
度
も
あ

懇

り
ま
す
。
善
意

国
民
年
金
の
保
険
料
は
一
年
分
ま
と

あ
、
が
と
う

め
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
、
割
引
き

も
あ
っ
て
有
利
な
制
度
で
す
。
前
納
す
○
荒
木
恭
平
さ
ん
Ⅱ
本
町

る
方
は
４
月
中
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ

福
祉
の
た
め
に

い
。
く
わ
し
く
は
年
金
係
へ
。
４
，
５
０
０
円

.ー

交通事故相談は、市民相談室で毎月第3水曜日（午前10.00～午後3.00）に変ります。


